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経  過

ご あ い さ つ

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部

県本部長　菊池　秀峰

　第66回ＪＡ共済児童生徒作品コンクール作品集の発行にあたり、参加された県内各小・中学校、義務教育

学校、特別支援学校の皆さんに心からお礼申しあげます。

　このコンクールは、共済事業のもつ相互扶助と思いやりの精神を、次の世代を担う小・中学生に普及させ

ることを目的として、昭和32年から実施しております。

　おかげさまで、このたび66回を数えることとなりましたが、今年度も県内７JAすべての実施により、

203校2,427点にも及ぶ作品が寄せられました。

　応募された作品はいずれもみな優秀であり、さらに年々質的向上が見られ、審査にあたられた先生方からも、

名実ともに県内屈指のコンクールであるとの高い評価を得ております。

　これもひとえに、参加された児童生徒の皆さんをはじめ、指導にあたられた諸先生方、ご家族の皆様の熱

意と努力のたまものと、深く敬意と感謝を表します。

　児童生徒の皆さんが、このコンクールへの参加を通じて「みんなで助け合う」という相互扶助と思いやり

の精神を育み、将来立派な社会人となられることを期待するとともに、この経験が一人ひとりの人間形成に

大きく役立つものと信じてやみません。

　コンクール実施にあたり、ご尽力いただきました小岩審査委員長をはじめ、審査委員の先生方、ご後援い

ただきました岩手県・岩手県教育委員会、岩手県警察本部、株式会社岩手日報社、株式会社IBC岩手放送、

株式会社テレビ岩手、株式会社岩手めんこいテレビ、株式会社岩手朝日テレビ、株式会社エフエム岩手ほか

関係者の皆様に心よりお礼申しあげます。

　今後とも、歴史あるこのコンクールを、関係者皆様のご支援のもとに継続して実施し、児童・生徒の情操

教育活動をさらに進めてまいりたいと考えております。
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応募種目・課題

審  査  委  員

後援団体

応募点数一覧表

JA共済児童生徒作品コンクール61年のあゆみ

作文の部

小
　
学
　
生

第１学年
大すきな
こと

１・２年生のみなさんの大すきなことはなんですか。かぞくと
のこと、がっこうでのこと、ともだちとのことなどなど、大す
きなことをしょうかいしながら、大すきなわけやできごと、そ
のときの気もちにもふれながら書きましょう。第₂学年

第₃学年 今も
つづけて
がんばって
いること

３・４年生のみなさんがつづけてがんばっていることはありま
すか。今もつづけてがんばっていることについて、その内よう
をくわしく紹介しながら、つづけられている理由や今の自分の
気持ち、これからの目標などにふれながら書きましょう。第₄学年

第₅学年
私が大事に
している言葉

５・６年生のみなさんの大事にしている言葉はありますか。大事
にするようになったのはなぜですか。大事にしている言葉との出
会いやきっかけ、大事にしている理由など、具体的な出来事を取
り上げながら、自分の思いや願いなどについて書きましょう。第₆学年

中 学 生

持続可能な
社会に向けて
取り組みたい
こと

今、世界では、「持続可能な社会」の実現に向けた取組が様々
な分野から実践されています。現在の社会問題や課題を取り上
げ、持続可能な世界を築くためにこれから何をしていったらよ
いのか、自分にはどんなことができるかなど、自分の学習経験
や様々な体験、世の中の出来事などと結び付けながら、自分の
考えを書きましょう。

書道の部

区　　分 条  幅  の  部 半  紙  の  部

小
学
生

第１学年 い ろ り み ち

第２学年 な か ま ほ た る

第３学年 竹 と ん ぼ ひ ま わ り

第４学年 雪 わ り 草 友 達

第５学年 緑 の 草 原 喜 び の 歌

第６学年 認 め 合 う 心 発 芽 の 時

中
学
生

第１学年 個 性 の 尊 重 蛍 雪 の 功

第２学年 郷 土 の 魅 力 大 願 成 就

第３学年 花 舞 う 季 節 農 業 技 術
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※書道・交通安全ポスターは、全国コンクール出品のための地方コンクールも兼ねています。

絵画の部

小学生は、次の３つのうちから１つを選び丁寧に描きこみましょう。

１ お気に入りの
校舎

通学路から見える校舎や校庭から見た校舎もいいですし、校舎
内のお気に入りの場所をかいてみるのもいいですね。あなたの
学校（校舎）のステキな場面や場所を見つけて、くわしくてい
ねいにかきましょう。

２ 楽しい
学校行事

楽しかった学校行事のことを思い出して、あなたの好きな場面、
楽しかったことをくわしくていねいにかきましょう。

３ 好きな
動物の絵

牛や馬など様々な動物の中から、あなたの好きな動物を見つけ
て、色や形、雰囲気などをくわしくていねいにかきましょう。

中学生は、次の３つのうちから１つを選び丁寧に描きこみましょう。

１ 校舎
～私の大切な場所～

普段見慣れた場所でも、光のあたり方や影の調子によってさま
ざまな表情があるものです。校舎の中で「美しい」とか「いい
なー」と思う、あなたにとって大切な場所を見つけ、形や色・
タッチの工夫をして描きましょう。

２ 心に残る
風景

身近な風景の中から、あなたの心に強く残る魅力的な場所を見
つけ、その感動が伝わるように形や色・タッチの工夫をして描
きましょう。

３ 道のある
風景

通いなれた道、どこまでも長く続く道、曲がりくねった道、大
きな道路、細い道、坂（上り坂、下り坂）のある道・・・、様々
な道のある風景から、あなたが心ひかれる場所を探し形や色・
タッチの工夫をして描きましょう。

交通安全ポスターの部

小 学 生
中 学 生

 交通安全を訴えるためのポスターとします。
　⑴　子供向けまたは歩行者向けの交通安全ポスター

　　（児童・生徒に交通法規や規則を守らせようとするもの。）
⑵　運転者向けの交通安全ポスター
　　（自動車・バイク・自転車などを運転する人に交通事故の防止を呼びかけるもの。）
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小　岩　和　彦　元岩手大学教職大学院特命教授

後　澤　大　世　岩手県教育委員会事務局学校教育室　主任指導主事

南　部　一　成　岩手県警察本部　交通部　参事官兼交通企画課長

八木橋　哲　男　岩手書道協会　参与

小　松　　　太　元岩手県小学校教育研究会図画工作部会　会長

川　村　公　司　株式会社岩手日報社　常務取締役　広告事業局長

井　上　雅　晴　株式会社ＩＢＣ岩手放送　営業局長

池　田　　　学　株式会社テレビ岩手 常務取締役 関連会社担当・経営企画局長兼技術局長

一　戸　俊　行　株式会社岩手めんこいテレビ　取締役　報道担当

藤　武　義　隆　株式会社岩手朝日テレビ　編成業務局長兼業務部長兼経営企画室

松　尾　尚　人　株式会社エフエム岩手　常務取締役

菊　池　秀　峰　全国共済農業協同組合連合会　岩手県本部長

●岩手県・岩手県教育委員会
●岩手県警察本部
●岩手日報社
●ＩＢＣ岩手放送

●テレビ岩手
●めんこいテレビ
●岩手朝日テレビ
●エフエム岩手

●審査委員長

●審 査 委 員

応募種目・課題

審  査  委  員

後援団体

応募点数一覧表

JA共済児童生徒作品コンクール61年のあゆみ

応募種目・課題

審  査  委  員

後援団体

応募点数一覧表

JA共済児童生徒作品コンクール61年のあゆみ

応募種目・課題

審  査  委  員

後援団体

応募点数一覧表

JA共済児童生徒作品コンクール61年のあゆみ
小　　学　　校 中　学　校 合計 昨年実績

₁年 ₂年 ₃年 ₄年 ₅年 ₆年 小計 ₁年 ₂年 ₃年 小計 前年比（％）

書　道
（条幅の部）

参加総点数 12 11 21 33 30 29 136 21 14 33 68 204 222 91.9 

コンクール応募点数 12 11 20 33 30 29 135 21 14 33 68 203 222 91.4 

書　道
（半紙の部）

参加総点数 63 110 127 170 144 122 736 61 41 71 173 909 886 102.6 

コンクール応募点数 63 110 125 159 127 122 706 61 41 66 168 874 861 101.5 

絵　画
参加総点数 32 17 12 12 9 18 100 16 101 69 186 286 425 67.3 

コンクール応募点数 21 17 12 12 9 18 89 3 13 16 32 121 139 87.1 

交通安全
ポスター

参加総点数 10 160 292 246 31 19 758 29 21 6 56 814 1,017 80.0 

コンクール応募点数 10 19 53 48 20 13 163 13 9 4 26 189 177 106.8 

作　文
参加総点数 30 8 9 16 2 5 70 34 54 56 144 214 170 125.9 

コンクール応募点数 7 8 9 16 2 5 47 21 26 25 72 119 73 163.0 

学年別
合　計

参加総点数 147 306 461 477 216 193 1,800 161 231 235 627 2,427 2,720 89.2 

コンクール応募点数 113 165 219 268 188 187 1,140 119 103 144 366 1,506 1,472 102.3 

●本年度参加学校数　203校（小学校 144校、中学校 59校）昨年度参加学校数　205校（小学校　142校、中学校　63校）

学年別
種目別
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５月24日㈫
●審査委員打合せ会を書面開催し、「作品コンクール

実施要項（案）」や日程等について協議
●審査委員長として、小岩和彦氏を選出

６月23日㈭
●県下各小・中学校、義務教育学校、特別支援学校に

対し、各JAを通じて第66回作品コンクールの実施
通知並びに「作品コンクール実施要項」を配布

９月１日㈭
●応募締切り
●応募作品は以下の通り
　　　参加校　　　203校
　　　参加組合　　７JA
　　　参加総点数　2,427点
　　　応募点数　　1,506点

９月13日㈫～9月29日㈭
●第１次審査（事前審査）を各担当審査委員により実

施し、各種目別・学年別に書道条幅の部・半紙の部
より７点ずつ、絵画の部・作文の部より８点ずつ、
交通安全ポスターの部より10点を選抜

10月18日㈫
●審査会を実施し、全審査委員による最終審査を実施

11月４日㈮
●全国書道・交通安全ポスターコンクールへの出品

（書道・交通安全ポスターの各学年最高位作品）

▼10月18日㈫　審査会

経  過

ご あ い さ つ

応募種目・課題

審  査  委  員

後援団体

応募点数一覧表

JA共済児童生徒作品コンクール66年のあゆみ
第₁回農協愛児共済全国書道コンクールの開催に伴い、地方予選をかねて農協共済学
童作品コンクール(県共済連主催)を開始。種目は書道(半紙)のみであったが、全国最
高賞である金賞を岩谷堂小学校４年横山和子さんが受賞。

応募の対象を小学校に加え、中学校に拡大する。
また、本会主催のコンクール応募種目に図画、作文を新たに加える。

本会主催のコンクールの名称を農協共済児童・生徒作品コンクールに改称する。
全国書道コンクールに文部大臣奨励賞を設置。

地区審査会を廃止し、県審査会のみに改める。

全国コンクールに書道のほか、農協共済全国小・中学生交通安全ポスターコンクール
(第₁回)が開始される。最高賞として、総理府総務長官賞を設置。

◎昭和32年度（第 1 回）

◎昭和34年度（第 3 回）

◎昭和43年度（第12回）

◎昭和46年度（第15回）

◎昭和47年度（第16回）

11月７日㈪
●入賞者・入賞校への決定通知、入賞者名簿を各

JA・参加校へ発送
　

12月13日㈫
●第66回作品コンクール表彰式を開催
●入賞者・入賞校を「岩手日報」新聞紙上に発表
●入賞作品のWeb展示会をJA共済連岩手ホームペ

ージで公開

２月７日㈫、２月14日㈫
●「JA共済にじいろのかけはし」（エフエム岩手）

の放送
　※12：00～12：55（全２回）
　※ 作文の部の特選２作品、金賞９作品を受賞者

本人の朗読で紹介
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本会主催のコンクール応募種目に交通安全ポスターを新たに加える。

コンクール20回を記念し、出品応募校に対し、シダレ桂を贈呈。

全国ポスターコンクール(第₆回)に警察庁長官賞を設置。同コンクールで本県で初め
て最高賞の総理府総務長官賞を花泉町立金沢小学校₂年の菅原久恵さんが受賞。

コンクール25回を記念して、出品応募校に対し、チャボヒバを贈呈。

30回記念特別賞として、これまで優秀学校賞を最も多く受賞した二戸市立釜沢小学
校、江刺市立江刺第一中学校の₂校に「最多優秀学校賞」を授与する。
また、30回までの特選者による「特選者の集い」を開催する。

コンクール入賞作品展示会を川徳デパートにて開催する。
全国交通安全ポスターコンクールで、本県で初めて警察庁長官賞を一関市立舞草小学
校₃年の齋藤諭さんが受賞。

コンクール入賞作品展示会を㈱テレビ岩手にて開催(絵画・作文の部に於てこの年に限
り、特選の他に特別金賞を設ける)。

全国コンクールでは作文・絵画部門が設けられていないため、今回より各々の特選を
₂点とし、特別賞においても岩手県知事賞を設けた。

コンクール35回を記念し、カレンダー(友達の作品集)を作成。県下各農協、小・中学
校、特別支援学校に配布した。

各部門を通じて優秀な学校に対し、特別賞を新設した。

全国交通安全ポスターコンクール(第25回)で文部大臣奨励賞を江刺第一中学校₂年の
梅原彩香さんが受賞。

全国交通安全ポスターコンクール(第26回)で文部大臣奨励賞を東山中学校₁年の佐藤
春奈さんが受賞し、本県より₂年連続文部大臣奨励賞作品が出た。

過去のコンクールにおいて、入賞した作文作品を、FM岩手｢JA共済にじいろタイム
カプセル｣で紹介する放送を開始した。

作文部門で優秀な学校に対し、特別賞を新設した。

全国交通安全ポスターコンクール(第30回)で文部科学大臣奨励賞を和賀東小学校₅年
の近藤栞さんが受賞。

全国交通安全ポスターコンクール(第32回)で文部科学大臣奨励賞を黒石小学校₁年の
北條恵理さんが受賞。

JA共済児童生徒作品コンクールを開催し第50回を迎える。
｢JA共済にじいろのかけはし｣(エフエム岩手)が好評につき、アンコール放送を実施。

全国交通安全ポスターコンクール(第36回)で内閣府特命担当大臣賞を岩手大学教育学
部附属小学校₁年の久慈春花さんが受賞。

全国交通安全ポスターコンクール(第39回)で文部科学大臣奨励賞を大船渡市立越喜来
小学校₃年の窪田創さんが受賞。

全国書道コンクール(第57回)で農林水産大臣賞を一関市立山目中学校₂年の千葉優稀
さんが受賞。

JA共済児童生徒作品コンクールを開催し60回を迎え、記念部門として「防災ポスター
の部」を設定した。

全国交通安全ポスターコンクール（第46回）で農林水産大臣賞を北上市立江釣子小学
校４年の小林るいさんが受賞。

全国書道コンクール（第63回）で農林水産大臣賞を滝沢市立鵜飼小学校１年の
柳谷歩希さんが受賞。 

新型コロナウイルス感染拡大に鑑み中止。

コンクール入賞作品のWeb展示会を開催。作文の部の入賞者本人による朗読を収録し
掲載。
全国交通安全ポスターコンクール（第50回）で文部科学大臣賞を大船渡市立立根小学
校３年の金野瑠奈さんが受賞。

◎昭和49年度（第18回）

◎昭和51年度（第20回）

◎昭和52年度（第21回）

◎昭和56年度（第25回）

◎昭和61年度（第30回）

◎昭和62年度（第31回）

◎昭和63年度（第32回）

◎平成 2 年度（第34回）

◎平成 3 年度（第35回）

◎平成 5 年度（第37回）

◎平成 8 年度（第40回）

◎平成 9 年度（第41回）

◎平成10年度（第42回）　

◎平成12年度（第44回）

◎平成13年度（第45回）

◎平成15年度（第47回）

◎平成18年度（第50回）

◎平成19年度（第51回）

◎平成22年度（第54回）

◎平成25年度（第57回）

◎平成28年度（第60回）

◎平成29年度（第61回）

◎令和元年度（第63回）

◎令和2年度（第64回）　

◎令和3年度（第65回）
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　今年も県内の多くの学校から、素晴らしい作品
が寄せられました。どの学年の作品も、自分が体
験したことや学習したことを通して味わった感動
や達成感、気持ちの変容や新たに生まれたものの
見方や考え方などについて、生き生きと文章に表
現していました。それぞれの作品に綴られている
言葉には、子供たちの豊かで鋭い感性、そして純
粋な思いや優しさが込められていました。どれも
心温まる希望に満ちあふれた素敵な作品でした。
　今年の作文の課題は、小学校低学年は「大すき
なこと」、中学年は「今もつづけてがんばっている
こと」、高学年は「私が大事にしている言葉」、中
学校は「持続可能な社会に向けて取り組みたいこ
と」でした。　
　小学校低学年の作品は、自分が夢中になったり
大事にしたりしていることを取り上げて、具体的
な体験やエピソード、自分の素直な気持ちや思い
などについて伸び伸びと表現していました。
　中学年の作品は、学習や習い事、スポーツ、趣
味など自分が継続して頑張っていることを取り上
げ、努力する過程を通して生み出された思いや気
持ちの変容に触れながら、努力を積み重ねること
の意義や喜びを豊かに描いていました。
　また、高学年の作品は、自分が大事にしている
言葉や先人の格言などを取り上げて、これまでの
経験や体験などと結び付けながら、大事にしてい
る言葉の意義を改めて見いだし、これからの自分

自身の夢や決意について述べていました。
　中学生の作品は、環境問題や貧困、平和やジェ
ンダー平等などのSDGsに関わるテーマを取り上
げ、学習などで得た知識やこれまでの様々な経験
と結び付けながら、持続可能な社会を実現するた
めに自分にできることは何かについて、自分の考
えを率直に述べていました。
　現在の社会はVUCA（変動性、不確実性、複雑性、
曖昧性）の時代だと言われています。このVUCA
の時代において、文化や言語、価値観の壁を越え
て様々な人々と関わり合いながら共に課題を解決
していくための、多様性と包摂性のある共生社会
の実現が一層重要になってきます。そのような中、
温かな言葉の交流を通じて多様な価値観に触れ、
互いの心をつないでいくことは、私たちにとって
ますますかけがえのないものになっていきます。
　今回の入賞作品も、多くの人に感動を与える優
れた作品の数々でした。これらの作品に込められ
た子供たちの多様な考えや思いに触れることによ
り、助け合うことや認め合うことの大切さ、そし
てかけがえのない命について思いを温めていくの
ではないでしょうか。
　これからも多くの皆さんに、このコンクールに
積極的に挑戦していっていただきたいと思います。
来年度も素晴らしい作品に出会えることを心から
楽しみにしています。

書 道・半 紙 の 部

書 道・条 幅 の 部

絵 画 の 部

作 文 の 部

交通安全ポスターの部

作文を審査して

作文を審査して書道を審査して
審査委員長　元岩手大学教職
大学院特命教授

小岩　和彦
岩手県教育委員会事務局
学校教育室　主任指導主事

後澤　大世
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書 道・半 紙 の 部

書 道・条 幅 の 部

絵 画 の 部

作 文 の 部

交通安全ポスターの部

作文を審査して

作文を審査して書道を審査して

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・特選
（特別賞・岩手県知事賞） 

評✐大すきだった「ばあーさん」だったので
すね。大杜さんの素直な問いかけへの「ばあー
さん」のかっこいい返しの言葉が印象的です。

「ばあーさん」との微笑ましいエピソードから、
「ばあーさん」を思う大杜さんの優しさがとて
もよく伝わってきます。

向中野小１年（ＪＡいわて中央）

菊池　大杜

ばあーさん

　ぼくは、ばあーさんが大すきだ。ばあー
さんは、とてもおもしろくて、かっこいい。
　ばあーさんは、ぼうずのぼくよりけがない。

「どうしてけがないの。」
と、きくと、

「おぼうさんに、なりたいのさ。」
と、おうちで一ばんこうきゅうなアイスを食べ
ながらいっていた。
　ぼくは、しっている。びょういんのくまみ
たいなおいしゃさんがおしえてくれた。ば
あーさんは、がんだった。
　そんなばあーさんは、はやおきだ。まだ
みんながねているじかんにおきる。にわに
でて、ざっそうをぬいて、いもむしをやっつ
ける。

「太ようにかちたいのさ。」
かっこいい。太ようとバトルしているばあー
さんはかっこいい。
　ばあーさんはだんだんあるけなくなって
車イスになった。

「どうして、車イスにのるの。」
と、きくと、

「大ちゃんをのせて、ドライブするためさ。」
ぼくをひざにのせて、あっちこっちはしってく

れた。びょういんの人は、
「スピードいはんですよー。」
と、おこっていたけど、ばあーさんのうん
てんはじょうずだ。
　ばあーさんは、しんだ。大すきなコーラ
とうすかわまんじゅう食べて、ねたらそのま
まうごかなかった。ママが、

「ばあーさんは、いつでもうちにいるよ。」
と、いっていた。ぼくは、うれしかった。

「ママ、トイレにいこう。」
と、よるにいうと、

「ばあーさんが、そばにいるから一人でいっ
ておいで。」
という。それは、ちょっとこわい。

✌特選に選ばれた感想✌
　作品コンクールで特選になれて、とてもとてもうれしかっ
たです。担任の平山先生に、
「おめでとう！」
といってもらえて、イエーイとおもいました。
　でも、すこしさびしいきもちにもなります。ぼくは、ば
あーさんをおもいだすとなみだがでそうになるからです。大
すきなばあーさんにあいたいです。
　作文をかくのは、本当はきらいです。なにをかいたらいい
のかわからないからです。でも、大すきなことをかいたか
ら、すらすらかけました。
　ぼくの大すきなものは、アニメのぬいぐるみとゲームで
す。でも、どっちもなくしてもお店に行けばたくさんありま
す。本当に大すきなものは、ママやおとうさんや、三人の妹
たちです。だって、この五人のかわりはいないからです。
　これからも、大すきなかぞくを大せつにしたいです。あり
がとうございました。
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科書の目次を見ると全ての単元の最後には「持続可能な社
会をつくる」という題。このように私たちの学校生活には、

「持続可能な社会」という言葉があふれている。世界全体
として「持続可能性」についての必要性が高まってきた。
だからこそ、「持続可能性」という言葉を日常であまり聞
かなかった小学生の時に比べて、最近ではその言葉を授業
で触れる機会が圧倒的に多くなった。言い方を換えれば、
必要になってきたからこそ、授業で取り扱うなど、将来の
世代を担っていく私たち中学生に知る機会を与えてくれて
いるのではないか。それに応えるように私たちは「持続可
能な社会」について更に知ろうという意志をもって授業に
取り組んでいくことが大切だと思う。
　「持続可能な社会」について知り、自分事として捉える。
そして自分に何ができるかを考えて実行していく。それを
一人ひとりが意識して行動していくことで大きな力とな
り、「持続可能な社会」に繋がっていくのではないかと考
える。何も知らないままでは行動を考えることも取り組む
こともできない。アクションを起こすための前段階として

「知る」ということが大切だと考える。だから私は、「持続
可能な社会」に向けての取り組みとして「持続可能な社会」
について「知る」ことが一番大切だと思う。
　今日も私は「持続可能な社会」について新たな情報を得
る。人類が現在に至るまでに創りあげてきた「持続可能な
社会」の中で、新たに生まれてきた課題や失われつつある
部分を少しずつ修正したり、新しいことを作り出したりし
ながら、将来の世代の「持続可能な社会」のために。それ
が中学生の私にできること。そして、使命。

評✐「持続可能な社会とは何か」という問いに
対して、様々な学習を通じて多様な視点から
考え、自分なりの答えを広げたり深めたりし
ていく様子が伝わってきます。「知る」ことの
意義と重要性に気付いた凜歩さんの強い決意
が伝わってきます。

　「『持続可能性』とは、あるいは『持続可能な社会』とは
なんでしょうか。」
総合的な学習の時間の中で講師の方からこのような問いが
あった。最近よく耳にする「持続可能性」、「持続可能な社会」
という言葉。「地球温暖化が防止される社会？」「貧困がな
くなること？」頭の中でいくつかの言葉と共にハテナマー
クが浮かびあがってきた。問いに対して講師の方はこう答
えてくださった。「自分たちが将来にわたって継続してい
きたいことを考え、それを守り、作り出し、将来に繋げて
いくこと。それが持続可能性だと考えます。」
自分が予想していた答えとは全く違う答えが返ってきた。
頭の中で想像していた地球温暖化や貧困などの言葉が出て
こなかったことにまず驚いた。一番驚いたことは「作り出
す」という言葉がでてきたことだ。今まで、「持続可能な
社会」の話の中では「作り出す」という言葉を聞いたこと
がなかった。講師の方のこの答えは今までの自分とは違っ
た視点であり、得ることが多くあった。それと同時に講師
の方に気付かされたことがあったように感じる。それは、
自分は「持続可能性」や、「持続可能な社会」について知っ
たつもりになっていたということ。同じ視点で考えたとし
ても違う視点で考えたとしても知らないことがたくさんあ
るということを。
　その講演会の数日後に公民の授業があった。その授業で
は「持続可能性」について学んだ。「持続可能性とは、現
在の世代の幸福と将来の世代の幸福とを両立させることを
意味します」
教科書にはこう書いてあった。講演会の時とはまた違った

「持続可能性」についての新たな視点を得た。それは「幸福」
だ。私はその「幸福」の視点で「持続可能性」について考
えてみた。現在の世代の幸福とはなんだろうか。将来の世
代が求めている幸福は現在の世代と同じものなのだろう
か。それとも現在の世代とはまた違うことが幸福として求
められてくるのだろうか。そのようなことを考えてみた。
しかし、想像がつきにくく、将来の世代のことを考えるの
は難しく感じた。ましてや、現在の世代の幸福について考
えるのも少し難しいと感じた。それは一人ひとりの「幸福」
の感じ方が違うと考えるからである。自分自身が感じる「幸
福」を将来の世代にも繋げていくこと。それが「持続可能性」
への一つの手段であると考えた。このように公民の授業
をきっかけとして「持続可能性」について深く考える出
来事があった。
　英語の授業の中でのSDGsについての討論、家庭科の教

✌特選に選ばれた感想✌
「持続可能な社会に向けて取り組みたいこと」。私は自分の

考えをまとめたり人に伝えたりすることに対して苦手意識が
ありますが、この作文のテーマなら自分の考えをしっかり書
くことができると思い、応募しました。身近な問題、よく耳
にする言葉だからこそ、このテーマに対して自分の考えがた
くさん浮かびあがってきました。自分の考えをシンキングツー
ルいっぱいに書き、自分が最も伝えたいことは何かを考えて
みました。そしていきついた主張は持続可能な社会について

「知る」ということでした。
自分の考えを学校外の方に発信するという機会を与えてい

ただきとても嬉しいです。さらに、「持続可能な社会」という
テーマは性別、年齢関係なく誰しもに関係することなのでそ
のようなテーマについて自分の考えを発信することができて
良かったです。この作文を書いたこと、賞をいただいた経験
を活かしていきます。ありがとうございました。

岩大附属中３年（ＪＡいわて中央）

佐　藤　凜　歩

将来のために「知る」

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・特選
（特別賞・岩手県教育委員会教育長賞） 
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木細工小１年（ＪＡ江刺）

工藤　ひまり

だいすきなころ

　「にゃあ、にゃあ。」

　わたしは、ねこのなきごえをきいた

だけでもおちつきます。

　十ぴきのねこをかっているけれど、

そのなかでも「ころ」がいちばんだい

すきです。

　ころはかわいいです。もふもふで、

きもちいいです。かおもからだも、は

だいろとしろです。となりのしげひで

さんのねことけんかをすると、いつも

まけます。だから、くびのところがい

つもけがしています。すきなところ

は、みみとしっぽとかおと、にゃあ

にゃあとなくなきごえです。ころとね

たり、そとにでたり、いえのなかであ

そんだりします。ほかには、ころとお

さんぽもします。ごみすてばのところ

まで、ひまりとおさんぽします。

　ねこのねているすがたは、おなか

をだしてねていたり、まるくなって

ねていたり、よこになってねていた

りします。まえあしはまげてうしろ

あ し は の ば し て ね ま す。 わ た し は、

おなかをだしてねるすがたがすきで

す。げえじにはいってねているとき

もかわいいです。

　ころに

「かわいいね。」

というと、

「にゃあ。」

となきます。わたしのいうことばがわ

かってへんじをしているのかなあとお

もいます。

　おべんきょうしていると、つくえに

のっかってきます。まえあしで

「ここにかくんだよ。」

とおしえてくれるように、とんとん

と し ま す。 で も、 ほ ん と う は、 お し

えているんじゃなくて、ひまりとあ

そびたいのかもしれないです。だか

ら、べんきょうがおわると、ころと

あそびます。

　これからも、だいすきなねこといっ

しょにいっぱいあそびたいな。

評✐「ころ」のことがとっても大すきなのですね。ひ
まりさんと「ころ」との何気ない日常のエピソードか
ら、ひまりさんの「ころ」への愛情がとてもよく伝わっ
てきます。これからも大すきな「ころ」といっぱい遊
んでくださいね。

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・金賞
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　四人きょうだいってすごいね。ぼく
はみんなに言われます。おねえちゃん
が三人います。まい日けんかするけ
ど、まい日おかあさんにやめなさいっ
て言われるけど、ぼくはかぞくが大す
きです。クラスでいけんはっぴょうを
するのがにが手で、出きないと言ったら

「わたしもにが手。はずかしいよね。」
と言ってくれたりべんきょうもおしえ
てもらえます。
　ぼくはかぞくの事を手つだうことが
大すきです。おかあさんの手つだいも
すきだけど、三ばん目のおねえちゃん
の手つだいをすることが一ばんすきで
す。きょ年まで、二ばん目のおねえ
ちゃんが六年生にいました。おねえ
ちゃんは六学年ちょうだったから、一
年生のお手つだいをたくさんしてくれ
ました。ぼくも、三ばん目のおねえ
ちゃんのえなをたくさんたすけまし
た。えなには、はったつしょうがいが
あって二年生から、しえんきゅうにな
りました。いやなことがあっても、な
にがいやなのか言ってくれないからこ
まってしまいます。そういうとき、お

ねえちゃんがすぐに、たすけてくれま
した。
　四月、おねえちゃんが中学校にいく日

「はる、たのんだよ。バトンタッチ。」
と言われました。ぼくは、おねえちゃ
んからまかされた気もちでいっぱいに
なりました。
　ある日、本をかりに行ったら、えな
がろう下ですわってないていました。
いよいよぼくのでばんなのに、なにも
できなくて、えなの手をぎゅっとに
ぎってずっといました。

「もう大じょうぶ。ありがとう」
とえなが言ったので、ぼくも、もどり
ました。
　いえにかえっておかあさんにはなし
たら

「はる、ありがとう。スーパーヒーロー
だ！」

「でも、あびたいときはあそんでね。」
と言われました。ぼくはかぞくのヒー
ローです。ぼくはかぞくのことが大す
きだからです。

桜城小２年（ＪＡいわて中央）

山田　遥大

おねえちゃんからのバトンタッチ 評✐三番目のおねえちゃんを助けるすてきな弟さんで
すね。二番目のおねえちゃんからわたされたバトンを
引き継いだ思いや行動から、家族を思う遥大さんの優
しさが伝わってきます。手をぎゅっとにぎってあげた
遥大さんはまさしく家族のヒーローです。

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・金賞
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全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・金賞

黒沢尻西小３年（ＪＡいわて花巻）

足　立　琥　珀

ぼくががんばりつづけること

　「あれ？なんで、目が赤いの？。」
ぼくの目を見る友だちは、みんな、ぼくに
しつ問する。
　「ぼくの目には、母はんしゅようと言っ
て、ほくろがあるんだ。春になると、草や
花の花ふんで目がかゆくなってしまうか
ら、このほくろが赤くなって、ふくらんで
しまうのだよ。けれど、何もこわいもので
はないから、だいじょうぶだよ。」
と、ぼくは、かくさないでしっかりとみ
んなにつたえる。はずかしいことではな
いから。
　ぼくが、今、がんばっていることは、目
のちりょう。ぼくは、ぜったいにがんばら
なければならない。それは、ぼくがいつも
まわりにいる人たちから、たくさんの力を
もらっているから。たくさんの人と出会う
ことができたから、今までずっとげんいん
がわからなかった、このびょう気のちりょ
うにあうことができた。今までもぼくには、
がんばればがんばった分だけ、できるよう
になったり、なおすことができたりしたこ
とが、たくさんある。すぐには、できなく
てもいい。大人になってから、なおるのか
もしれないけれど、ぼくは、ぼくの赤い目
をなおしたい。
　今は、目ぐすりを使って、ちりょうをし
ている。一か月に一ど、ママやパパがびょ
ういんまで一時間かけてつれていってく
れて、弟は、ようち園のあずかりほいくで、

るす番をしてくれている。ママに、
「こはくの目は、みんなにまもられている
んだよ。みんなで、きょう力してなおして
いくんだよ。」
と言われた。
　この前、びょういんに行ったら、目の赤
みとはれがひいてきたから、手じゅつを考
えようとママと先生が話をしていた。ぼく
は、大きな声をだしておどろいてしまった。
手じゅつってどんなことをするのか、入い
んって一人でおとまりをするのか、いろい
ろ考えてこわくなってしまいママに聞い
た。ママは、

「前まで、ぼくの目をすぐになおしてあげ
たいと思っていたけれど、今は、よい先生
とくすりに出会えたから手じゅつではなく
て、少しずつ目がなおってくれたらいいな
と思っているよ。」
と、言った。ぼくは、少し安心した。
　ぼくは、いつもママに自分の言った言葉
にせきにんを持ちなさいと言われている。
これから、どんな風にぼくの目がなおって
いくのかは、分からないけれど、目が赤く
ても、かゆくても、できることはたくさん
ある。だから、自分でやりたいと思ってい
ることにたくさんちょうせんして、目のち
りょうも同じようにがんばっていきたい。
ぜったいに、なおすんだ。これが、今、ぼ
くのもくひょうにしていること。そして、
今も、これからもがんばりつづけること。

評✐治療を続けている琥珀さんの前向きにがんばり続
ける強い思いがよく伝わってきます。「まわりの人たちか
ら力をもらっている」と感じている琥珀さんの心が宝石
のように輝いて見えます。優しさと決意にあふれる琥珀
さんの言葉から逆に力をもらったような気がします。
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　私が家の中で好きな場所の一つが庭です。

庭には色々な花や木があります。小さいころ

から庭仕事の手伝いをしていて、木は大きく

花はたくさん咲くようになりました。虫がい

るし暑さ寒さで作業が大変な時もあります

が、一生けん命お世話しています。

　まず、冬をむかえる前にお手入れします。

冬は植物達が雪の下でそっと力をたくわえて

いるそうです。かいた雪が山になるので、こ

んなに重たい所で本当にだいじょうぶかな？

と時々心配になります。そしてむかえた春、

土からヒョコっと緑色のめが顔を出します。

最初に咲くのは、クリスマスローズとクロッ

カスです。それから次々と花が咲いて、今年

は桜も咲きました。桜は三年前に植えたばか

りで屋根から落ちた雪で折れてしまったり、

わが家によく来るセキレイにつぼみを食べら

れて昨年はほとんど咲かなかったので、ホッ

としたのと生きる力の強さを感じました。夏

は野菜の出番です。ゴーヤ、キュウリ、トマト、

ナス、ピーマンが定番で、カレーや天ぷらに

なると家族皆がよろこんですぐなくなりま

す。夕飯のじゅんびをする母に、

「とってきてー。」

とたのまれるので、葉を見ると何の野菜かわ

かってくわしくなりました。じつは苦手な野

菜ばかりですが、わが家産は甘いと感じます。

秋は、母の大好きなバラが咲いて庭がちょっ

とごうかになります。私の名前と同じバラも

あり、昨年は自由研究のために、あいを植え

て豊作でした。

　今年楽しかったのは

「お庭手伝いたい！。」

と言ったら母が五色のパンジー・むらさき色

のアリッサム・ストックを用意してくれて植

えたことです。小さな花がかわいくてアリッ

サムは特にお気に入りなので、うれしくなり

ました。母が、

「色とりどり花がならんで『美咲』の名前と

おんなじ。笑っているみたいだね。」

と言ってくれ、明日も明後日も庭の花のよう

に元気にすごしたいなと思いました。

　もう二年以上コロナで出かけることや、遊

ぶことがなかなかできない日が続いていま

す。楽しいことがへってしまった気がして、

残ねんです。でも、花と緑いっぱいの庭を見

ると明るい気持ちになれます。ざっ草ぬきに

つかれてヘトヘトになったり、一生けん命

やっていたつもりがかれて上手くいかないこ

とがあっても、母との話やいっしょの時間が

ふえて楽しいのでがんばれます。小さなめが

のびて美しい花を咲かせたり実を結んで、命

をつないでいくすがたは、生きていくための

力をくれる気がします。これからもお世話を

通して、命の力を感じながら、私も名前のと

おり咲くような笑顔で花のように家族やだれ

かを幸せにできたら良いなと思います。

飯岡小４年（ＪＡいわて中央）

相　浦　美　咲

美しく咲くこと 評✐家族の庭仕事のお手伝いを通して植物の美しさを
感じとっている美咲さんの言葉から、前向きで力強い
心の輝きが見えてきます。小さな芽が伸びて美しい花
を咲かせ、実を結んで命をつないでいく草木の姿と自
分とを重ねる美しい感性が見事に表現されています。
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木細工小５年（ＪＡ江刺）

菊　池　由　佳　莉

ありがとう

　「ありがとう。」
　私は、この言葉が大好きです。何かしてもらった時、自
然と声に出して言うことができます。また、言ってもらうと、
うれしくて心が温かくなります。
　私達は、今年で学校が閉校してしまうので、お世話になっ
ている木細工地域の人に感謝の気持ちを伝えたいと思いま
した。魚つかみや田んぼの体験、ミズキ団子作りなど、い
つも準備をしてもらってばかりいるので、今度は私達が自
分たちで準備し、地域の人達を招待しようと思いました。
でも初めは、何をしたらいいか悩みました。喜んでもらうた
めにお店を開こうと思ったけれど、自分達だけではどうし
たらいいか分かりませんでした。そんなとき、ＴＢＳの人や
ギャル達が協力してくれることになり、自分達がやりたいと
考えたお祭りをすることになりました。
　「ありがとう。」の気持ちを伝えるために、私はジュエリー
ショップを開きました。毎日登下校の見守りをしてくれる春
男さんやユリ子さんには、特別なブレスレットを作りました。
それ以外にも、みんなに渡せるように四十個くらいのブレス
レットを心をこめて作りました。ギャルのちいちゃんやもも
ちゃんが作り方を教えてくれたり、手伝ってくれたりしたの
で、お祭り当日までに四十個以上のプレゼントを準備する
ことができました。手伝ってくれた二人に、

「ありがとうございます。」と照れながらお礼を言ったら、
「地域のみなさん喜んでくれるといいね。」
「いっぱい渡せるといいね。」
と笑顔で答えてくれたので、このブレスレットで地域の人達
が笑顔になってくれたらいいなと思いました。
　その他にも、たくさんの人がお店に来てくれるように、か
ん板にカラフルなリボンをつけました。リボンがうまく結べ
なかったけれど、手伝ってもらったので、

「手伝ってくれて、ありがとうございます。」
とＴＢＳの人にお礼を言いました。

「どういたしまして。」
「たくさんお客さんが来てくれるといいね。」
とはげましてもらって、早く屋台を開きたくなりました。
　お祭り当日は、お店に行列ができるくらい大はん盛でし
た。好きなブレスレットを選んでいる時の地域の人の顔は、
みんなニコニコしていて、

「上手に作ったね。」
と喜んでくれました。袋に入れた後、

「ありがとうございました。」
と大きな声で言いながら渡しました。すると、

「ありがとう。」
と返事が返ってきて、本当にうれしかったです。こんなにた
くさんの人から

「ありがとう。」
と言われたのは初めてだったので、感謝の気持ちが伝わっ
たなあと思って、幸せな気分になりました。
　お祭りでは、四年生の結心ちゃんが、コーヒー屋さんを
開きました。ビールケースにぞう花できれいにかざりつけを
してイスを作ったり、ドラム缶にペンキをぬってカウンターに
しました。ギャル達のアイディアはすごいと思いました。暑
い日だったので、みんな冷たいコーヒーを喜んで飲んでい
ました。その他にも、カップケーキ屋さん、クッキー屋さん、
写真屋さんがあって、全校五人のお店は、

「ありがとう。」
でいっぱいになっていました。地域の人に感謝の気持ちを
伝えるめあては、達成できたと思いました。
　このお祭りは、ＴＢＳの人やギャル達にたくさん手伝って
もらったからできたので、感謝の気持ちをこめて、色紙の
サプライズプレゼントをしました。六人のギャル達は、

「え、うれしい。本当にありがとう。」
「木細工のことが好きになったよ。」
「ありがとう。忘れないよ。」
と泣きそうになりながら喜んでくれました。ギャルと私は、
おたがいに、

「ありがとう。」
を言い合って、心がつながっているなあと思いました。ギャ
ル達とのお別れはさびしかったけれど、木細工地域のみん
なと、最高の思い出ができたので、うれしかったです。
　私は、「ありがとう。」と言われると、やってよかった、もっ
とがんばろうという気持ちになります。きっと、「ありがとう。」
と言われて嫌な気分になる人はいないと思います。だから、
おたがいに気持ちが良くなる「ありがとう。」という言葉が
大好きです。
　これからも、感謝の気持ちが伝わるように優しく心をこ
めて

「ありがとう。」
の言葉を使い続けていきたいです。

評✐今年度で閉校となる木細工小学校。多くの人に「あ
りがとう。」を伝えようとギャル達とお祭りを企画す
る由佳莉さんのがんばりと感謝の気持ちがとてもよく
伝わってきます。「ありがとう」という言葉のもつ価
値を実感していく様子が見事に表現されています。
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　思いやり。笑顔。感謝。私には好きな言葉がいく
つかあります。その中でも、いつも私の気持ちをふ
るい立たせてくれる大事な言葉があります。
　私は三年生の時に、二年生の時の担任の佐藤先
生に勧められて、毛筆と硬筆を習い始めました。字
を書くことは好きだったけれど、今まで習い事をし
たことがなかったので、長く続けられるか不安な気
持ちで始めたのを、今でもはっきりと覚えています。
土曜日や日曜日に、父や母に送迎をしてもらい、週
一回の教室が始まりました。家からは距離の遠い二
子地区の教室だったので、初めて会う子ばかりで、
自分がその場の環境に慣れるのか、とても心配で
した。
　「途中でやめることにならないのならば、頑張って
やってみたら。」
との両親の声に背中を押され、何回か通ったのちに、
正式に教室に通うことになりました。

「初志貫徹」
　この言葉こそが、私がいちばん大切に、そして大
事にしている言葉です。教室の雰囲気にはあっとい
うまに慣れ、気づけば私の周りにはたくさんの友達
がいました。納得のいくまで練習をした作品で賞を
いただけたり、級や段が上がり難しい字を書くよう
になり、だんだんと不安という思いから楽しいという
気持ちに変わっていきました。自分でやりぬくと決
めたのだから、投げ出さずに挑戦していくという気
持ちはこの時から始まったのだと思っています。
　「今じゃなくて、後でやろう」このような考えは日々
の生活の中でも出てくるありふれた光景です。今で
も習字教室などを続けられているのは、私の心の中
にある、「最初に心に決めたことを、最後まで変わら
ず持ち続けること」という初志貫徹の気持ちからく
るものだと思います。
何年かのちに、書き初めをする機会がありました。
その時にふっと頭にうかんだ言葉が、「初志」でした。
この二字を書くときに、筆を持つ手に力が入り、と

ても誇らしい気持ちになりました。
　六年生になってから、新しくチャレンジしたことが
あります。それは、吹奏楽課外です。高校生の姉が
吹奏楽部に入っていて、学園祭や演奏会でパーカッ
ションやバリトンサックスなどを演奏している姿を見
てきていたので、自分もやってみたいと思ったから
です。放課後や夏休みに入ってからの練習を重ねる
うちに、少しずつ吹けるようになってきたところです。
今は、冬に開催されるアンサンブルコンテストに向
けて、一生懸命練習をしています。私はクラリネット
を吹いているのですが、音階が上がるにつれて指の
位置が複雑になったり、肺活量が必要になったりと
簡単に吹けるものではありません。ですが、あきら
めずに練習を続けていけば、きっといい演奏が出来
ると思うので、ひき続き頑張りたいと思います。
　昨年の作文課外で、いのちについて考えた時に
書いたコロナという感染症は、今もなお変異したウ
イルスが形を変えて、猛威を振るい、現在でもコロ
ナ禍が続いています。

「薬や医薬により、すべての病気が治るわけではな
いけれど、少しでも病気の進行を食い止めるならば」
と志した、薬剤師になりたいという夢も日に日に強く
なりました。
　父は、よく

「あきらめたらそれで終わりだから」
と私に言います。それに、

「挑戦した結果だめだったのなら、仕方がないけれ
ど、納得のいくまでやりなさい。」
と言ってくれる事にも感謝しています。
　習字教室は中学校に行っても、時間をつくり継続
して習い続けようと思っています。中学生になったら、
部活と勉強の両立を頑張りたいです。将来の目標で
ある薬剤師になるという夢をかなえるためにも、初
志貫徹の精神で取り組んでいきたいと思っています。
私の指針になっているこの言葉を胸に刻み、新学期
を迎えたいです。

北上・南小６年（ＪＡいわて花巻）

新　美　里　桜

あきらめない気持ち 評✐習字や吹奏楽の練習を頑張る姿から、里桜さんの
「初志貫徹」の精神が力強く描かれています。将来の
目標である薬剤師への夢に向かって、「初志貫徹」の
精神で勉強と部活を両立して取り組んでいこうとする
決意が見事に表現されています。
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一関一高附属中１年（ＪＡいわて平泉）

鈴　木　沙　季

平等な世界、それは思いやり

　「世界の人々が幸せでいられる世の中」これが持続
可能な社会への第一歩だと私は感じた。
　今、世界では深刻な問題が起きている。その内の
一つに「ＳＤＧｓ」というものがある。これは、未来
の世代も美しい地球で平和に豊かに、ずっと生活し続
けるための目標である。
　私は中学生になってすぐ、雨音が音楽のように聞こ
える頃、持続可能な社会について考えた。
　「制服について考える週間を実施します。」
全校が集まった賑やかな雰囲気の体育館いっぱいに
その声が響きわたった。私が通う中学校の全校集会
での出来事だった。

「制服について考えるとはどういう意味かな。」
「何をするんだろう。」
突然発表された時、頭の中では疑問が次 と々でていた。
それもそのはず、当時の私は「中学校イコール制服」
のイメージが強かったからだ。その後、この週間につ
いて先生が詳しく説明して下さった。期間中「私服、
制服、指定ジャージ」から服装を選んで登校してよい
というものだ。テレビでたまに見る「制服の自由化。」
身近で起こると思ってもいなかった事が私の考えを大
きく変えた。
　その日、帰宅した私は早速、母に全校集会での事
を話した。母はとても興味を持って聞いてくれた。

「これ、持続可能な社会と関係してるね。」
母の口から耳にした事のある言葉が聞こえた。母が次
を話すより早く、私は後を続けた。

「え、そうなの。」
あんなに早く言葉が出たのは、衝撃が大きかったから
だと思う。持続可能な社会は環境問題についてのイ
メージがかなり強かったのだ。なかなか頭からはなれ
ず、ジェンダー平等について調べてみた。「ジェンダー
平等を実現しよう」これはＳＤＧｓの項目の一つであ
る。未来の世代も美しい地球で平和に豊かに生活し
続けるための目標、それがＳＤＧｓ。世界で問題とし
てかかげられているのを知った私は近いうちに解決し
なければならない課題だということを把握した。
　しかし、まだ解決には至らないというのが現状であ

る。その例として「女性の発言力や機会が不十分であ
ること」が挙げられる。私がそう感じるのは、国会で
の女性議員の割合だろうか。確かに、女性議員も沢
山の発言をしている。でも全体的に見ると、やはり不
十分に見えてしまう。また、データにも残っている。
二〇二一年の衆議院の女性国会議員比率が九・七
パーセントというものだ。これは世界百九十カ国中、
百六十八位だという。私は目を丸くした。でも驚いて
いるだけでは終われない。自分でもできることを考え
て、取り組む必要があると思った。
　では具体的に何をすればよいのか、自分には何が
できるのか、必死になって答えを導きだそうとした。
心の中での自分だけの会話が止まらない。

「ボランティア活動にでも参加してみるか。」
「でも、私にそんな勇気はない。」
「これを機にやってみようかな。」
「でも、どうすれば。」
そんな自問自答をくり返していた時、ふとある言葉を
思い出した。それは私の大好きなことわざだ。「細き
流れも大河となる。」小さな川がたくさん集まれば大き
な川になるように、小さな努力も大きなものになるとい
う意味だ。いきなり大きなことに取り組まなくてもいい。
たった一人の力でも、やがて大きな成果を得る。この
言葉を強く胸に言いきかせた。すると、まるで難しい
問題が分かった時のように明確に答えが出た。「関わっ
てきた人、これから関わる人すべてに思いやりを持つ
こと」だと。ジェンダー平等とは誰もが幸せ、つまり
気持ちが温かくなり、自然と笑顔になれることが大事
だと思った。そのために具体的には、物事を相手の立
場に立って考えたり、相手の気持ちを大事にしたりし
て行動したい。そうすることによって、私の力でその
場の雰囲気を明るくすることができる。一見「思いや
りを持つこと」は、持続可能な社会とはほど遠いよう
な話にみえる。しかし、本当に小さなことの積み重ね
がきっと平和な世の中につながっていくと考えた。だ
から私は「思いやりは幸せの原石」を合言葉に、持続
可能な社会を実現する一員になってみせる。

評✐校内の制服の自由化の取り組みを通して、ジェン
ダー平等の実現について考えを深めていく様子が見事に
綴られています。関わる人すべての人に思いやりを持つ
ことの大切さに気付き、それが「幸せの原石」であるこ
とと結んでいる沙季さんの力強い決意が表れています。
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　私の当たり前は毎日ご飯が食べられて学校で学び
友達と遊び家族と家で安心して過ごせる生活だと
思っている。しかし自分と同じような当たり前がな
い人が世界にはたくさんいる。
　私は以前学校の授業で難民の子どもたちについて
学んだことがある。アフガニスタンでおきている紛
争の影響で難民となり学校に行けない、食べるもの
がない、住む家がない人がたくさんいるという。そ
のため毎日水を求めて歩き続ける子ども、大人と一
緒に働く子どもがいることも知った。自分よりも小
さい子どもたちが毎日一生懸命働き、お腹いっぱい
ご飯が食べられていないという現実を知り私は悲し
くなった。そのような飢餓状態にある子供は世界の
九人に一人といわれている。
　世界にはその他の問題も存在する。ツバルという
国では地球温暖化により国土が沈む可能性があると
されている。島の最も高いところでも海抜四・六
メートルしかない。このまま温暖化が進むと数十年
後には沈むといわれている。今でもヤシの木が倒れ
る、満潮時には地面から水が湧き出すなどの問題が
起こっている。それにより住居や道路の浸水の被害
が起きている。しかしツバルの二酸化炭素排出量は
とても少なく下位十カ国に入る。直接温暖化に関
わっていない国が危険にさらされている。つまり温
暖化を進めたのは先進国といえるだろう。もうけば
かりを考えて行動していた先進国は二酸化炭素をた
くさん排出してきた。日本もその国のうちの一つで
ある。世界中の人が自分のような当たり前の生活が
ないのは自分たちの行動に問題がある。自分たちが
変わらなければ。そう思った。
　以前から私の家ではマイバッグの使用や、ゴミの
分別・リサイクル、節電・節水に取り組んでいる。
プラスチックゴミをなるべく排出しないよう心が
け、紙や食品トレイなどのゴミはリサイクルするよ
うにしている。気づいたら電気を消すようにもして
いる。また地域のクリーン活動にも参加するように
している。自分たちの住んでいる地域に落ちている
ゴミを分別しながら拾って歩くという活動である。

予想よりも多くゴミが集まり驚くこともあった。
　私は今後今までの活動に加えて募金活動への協
力、プラスチック製品の使用をなるべく控える、人
にこのような現状と自分の活動を伝えることをして
いきたい。募金活動は学校やスーパーマーケットな
どでも行われているため気軽にできる活動だと思っ
た。募金をすることで少しでも人に食料や文房具の
支援ができればいいと思う。またプラスチック製品
の使用を控えるということに関してはプラスチック
袋の節約だけに限らずストローやスプーン・フォー
ク、トレイ、ペットボトルなどの製品の使用を控え
たいと考えている。プラスチックトレイを使用して
いない食品をなるべく購入する、無料のプラスチッ
ク製のストローやスプーン・フォーク等はもらわな
いようにする、麦茶はパック式のものを買って家で
作り、水筒に入れてペットボトルの使用を控えるな
どの行動をとりたい。そしてこのような活動と今の
世界の現状を人に発信していきたい。このような活
動をすることにより一人での活動が人々に広まり大
きな力となると考えた。そうすることで地球の未来
は変えられるかもしれない。一人だけで頑張っても
今の現状を変えることが難しい。ただ協力者が増え
ることで改善できるものがある。ＳＮＳやポスター、
呼びかけなどを通して発信していきたい。まずは身
近な人から発信していきたいと思う。
　この地球を持続可能なものにしていく上で世界に
は様々な問題がある。貧困問題や地球温暖化、ジェ
ンダー平等などがある。これらの中には自分たちの
身の周りでおきている問題もありすぐ近くで苦しん
でいる人がいる。もう他人事ではない。世界のどこ
かで起きている問題でもない。今でも助けを求めて
いる人がいる。行動に出なければ変えることはでき
ない。人が起こした問題は人が解決できる、しなけ
ればいけないと思う。そのために小さなことでもエ
スディージーズ達成のための活動をしたい。世界の
人々に自分と同じような当たり前を過ごしてもらう
ために。

一関一高附属中２年（ＪＡいわて平泉）

岩　渕　唯　愛

世界の人の当たり前と自分の当たり前 評✐環境問題に対して正面から向き合うことを通して、
現在自分自身が取り組んでいることを踏まえながら、
これから何かできることはないかについて具体的に考
えを深めています。世の中の「当たり前」について改め
て考え直す唯愛さんの真摯な思いが伝わってきます。
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一関一高附属中３年（ＪＡいわて平泉）

畠　山　史　子

世界全体が幸せにならないうちは
個人の幸福はあり得ない

「世界全体が幸せにならないうちは個人の幸福はあり
得ない」
　宮沢賢治のこの言葉は、ＳＤＧｓの基本的な考え方
を、最も明快にまとめた言葉だと思う。では、「世界全体」
の「世界」とはどこを指すのだろうか。そう問われれば、
普段は自分の目の届く範囲や、広くても日本という国
くらいまでしか考えられない。少し進めれば「世界と
言えば、地球上のあらゆる人々」という考えに至ると
思う。私自身もそうだった。けれども、私は更にもう
一歩進め、地球上全ての「生物」でなければならない
と考えている。そこには、私達人間が生きていく上で
いただいている、食べられる「命」も含んでいる。
　私は、牛が好きだ。小学生の頃、アレルギー持ちの
私でも飲める牛乳のおいしさに感動し、その牧場を訪
れて酪農実習をしたことがきっかけだ。自然放牧され
た牛は自由に歩き回り、自由に草を食べ、排泄し、寝る。
牛の排泄物はそのまま肥料になる。そこの牛達は角を
削られたり、鼻輪でつながれたりすることもない。そ
この牧場の牛達の食料となっているのは、人工的に育
てられた草や輸入されたトウモロコシなどの合成飼料
ではなく、その土地に生える野シバや笹だ。野シバは
山を覆い、保水し、ちょっとの台風や大雨なんかでは
ビクともしない豊かな山を作り出す。日本の国土の三
分の二が森林だ。自然と人と牛が共存する方法は持続
可能な生産方法ではないだろうか。
　また宮沢賢治の作品の中に、『フランドン農学校の豚』
という物語がある。その世界では、動物が人の言葉を
理解し、意思疎通ができていた。あるとき、その世界
で動物を殺す前に、その動物に死亡承諾書に判を押し
てもらわなくてはいけないという法律ができた。しか
し、その法律は動物にとって、本当に良い法律なのだ
ろうか。その物語の豚は、判を押すことを強要され、
死ぬということを理解した。死ぬまでの時間は、拘束
され、強制給餌に苦しみ、死への恐怖に苛まれ、全て
を諦めて、幸せとはいえない様子だった。
　最近、アニマルウェルフェアという考えが欧米を中
心に広まってきている。家畜をこころを持つ生物とし
て見て、生まれたときから生ぬまでを幸せでしょうと
いう考えだ。生物が幸せに生きる為に必要な五つの自

由「一空腹や渇きからの自由、二不快からの自由、三
痛みや傷、病気からの自由、四正常な行動を発現する
自由、五恐怖や苦悩からの自由」を基本に、動物を辛
くさせないために、豚であれば妊娠スケール、ニワト
リであればケージ、牛であれば除角や断尾を廃止する
動きが強まっている。ストレスから解放された牛の乳
は安全で健康で、何よりもおいしく、私達を幸福感で
満たしてくれる。
　「牛は経済動物で、採算が合わなければ動物の命を奪
わなければいけない。最後には殺す生物たちを幸せに
導くことなど夢物語に等しい。」と言う人もいると思う。
けれども、「どうせ命を奪うのだから。」という思いで
育てられ、加工された動物達に、私達はどのくらい「命
をいただいている」という意識を持てるだろうか。
　そう考えると、普段スーパーなどで見かける「有機
農法で育てた大豆」とか「生産者の顔が見える野菜」
という食材を見ると、安全性はもちろんだが、大切に
育てられたものの「命」をいただいているという意識
が高まってくる。もちろん、大切に育てようが雑に育
てようが、命をいただいていることには変わりがない。
けれども、大事に育てられたのが伝わってこそ、私達
には「命をいただいている」意識が高まるだろうし、
その感覚を高めていかなければならないのだと思う。
　「持続可能な社会」というのは、自分だけが良ければ
良いと考えるのではなく、世界全体の幸せを願ってこ
そ可能になるのだと思う。そして、世界全体の幸せを
考える根底には、「すべての生き物には命がある」こと、
その命をいただいて、つながっているからこそ自分が
生きていることを忘れないでいることがあると思う。

「食」に代表されるように、自分が生きるために奪われ
る命がある。その相手が生きていたことを忘れないこ
とが、持続可能な社会をつくりあげていくと信じて、
自分から行動することが大切である。
　だから私は、人々はそれぞれの立場から、自分の命
の営みは、多くの命の上に成り立っていることを伝え
合い、行動することが大切なのだと思う。
　「世界全体が幸せにならないうちは個人の幸福はあり
得ない」
　それを多くの人に伝えられる一人になりたいと思う。

評✐宮沢賢治の言葉をきっかけに、「持続可能な社会」
を結び付けながら、大すきな牛をはじめとした動物の
命について考えることを通して、「幸せ」とは何か、「命」
とは何かについて史子さんなりに考えを深めていく様
子が見事に綴られています。
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連日のようにテレビや新聞で報じられる新型
コロナウイルス感染者数に、一喜一憂しながら
も常に感染の不安を抱いて毎日を過ごされてい
ることと思います。

そんな状況の中にあって、このコンクールに
向けての取り組みも思うように出来なかったの
ではないかと心配をしておりました。しかし、
出品数は平年並みであったことに、心配は取り
越し苦労であったことを感じました。そして、
入賞した作品からは、コロナへの感染防止に向
けて人との接触を避け、黙々と練習に取り組ま
れたことを強く感じました。改めて日頃の練習
が功を奏して入賞の栄に浴された皆さん「本当
におめでとうございます」。

私が中学校に勤務していた 25 年ほど前、地
域の 70 歳代の民生委員の方とお話をした際、
その方から「文化は西からだよ」と言われたこ
とが今も私の頭から離れません。その言葉を裏
付けるようにこのコンクールへの出品数も、毎
年関西地区の方が圧倒的に高く、多くの人達が
切磋琢磨している事が伺われます。地区の方々
の文化への関心が高いのか、或いは児童生徒数
が多いのかよくわかりませんが、出品数に大き
な差があることは確かです。

ところで、このコンクールの書道部門は半紙
部門と条幅部門があります。半紙部門の作品は、
日頃学校で使う筆で書いてよいのですが、条幅

部門の作品の中に明らかに半紙用の筆で書いた
と思われる作品がありました。やはり大きい用
紙には大きい筆で書いてほしいものです。

又、今回びっくりしたことは、条幅の用紙（画
箋紙）に縦に鉛筆で中心線が書かれていた作品
があったことです。条幅作品は課題が一行です
から文字の中心を揃えることが大切ですが、用
紙を折って（谷折りではなく山折りで）書くと
か、線の引かれた下敷きを準備して欲しかった
と思います。コンクールの出品作品に鉛筆で中
心線を引くようなことはあってはならないこと
です。線が引かれた半紙用の下敷きと同じく条
幅用の下敷きにも線が引かれたものがあります
のでそれを準備されては如何でしょうか。

更に、折角の努力が報われない審査対象外の
作品が、全体の３％もあったことに私は心を痛
めました。これらのことは、指導者の注意で防
ぐことが出来ますので、出品する祭には一寸心
配りをして欲しいものです。

結びになりますが、今年もコンクールへの出
品の労をおとり戴いた各学校の先生や指導者の
方々に、書に取り組んできた者の一人として衷
心より敬意を表します。これからも日本人と
して日本の文字を正しく、整えて書く習慣を
身につけさせるべく頑張って欲しいと願うば
かりです。

書 道・半 紙 の 部

書 道・条 幅 の 部

絵 画 の 部

作 文 の 部

交通安全ポスターの部

作文を審査して

作文を審査して書道を審査して

審査を通して思うこと

岩手書道協会　参与

八木橋　哲　男
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洋野・中野小１年(JA新いわて）

粒　來　祐　至

評✐始筆をしっかり用紙にく
い込ませ、ひらがな三文字を
元気一杯に書き上げました。
名前も立派です。

鵜
飼
小
４
年
（
Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
）

柳
　
谷
　
歩
　
希

✌特選に選ばれた感想✌
　学校で先生から「特選
でしたよ。おめでとうご
ざいます！」と言われた
時、どのくらいすごい
賞なのか分かりませんで
した。家に帰ってから母
や姉達に「一番良い賞
だよ！」とほめられて、
びっくりしたし嬉しかっ
たです。
　私は毎年いくつかの書
道展に取り組んでいます
が、条幅の作品を書く機
会はＪＡ書道コンクール
だけなので、大きい筆で
大きい紙に書くのがとて
も楽しいです。
　今回の課題では、漢字
が大きくなりすぎて紙か
らはみ出してしまった
り、ひらがなを書くス
ペースがせまくなった
り、文字の大きさに苦労
しました。一つの文字の
中にも太い線と細い線が
ある事や、四文字の中心
線をそろえる事に気を付
けて練習しました。最後
まであきらめずに書いて
良かったです。
　いつもしめ切りギリギ
リまで作品を待ってくれ
る先生方や、指どうして
くれる母、応援してくれ
る家族やお友達に、たく
さんありがとうと伝えた
いです。

評✐安定感のあるどっしりとした線の
中に渇筆を出し、筆勢を感じさせる技
巧は大変素晴らしいです。

書 道・半 紙 の 部

書 道・条 幅 の 部

絵 画 の 部

作 文 の 部

交通安全ポスターの部

作文を審査して

作文を審査して書道を審査して

（
特
別
賞
・
岩
手
日
報
社
社
長
賞
）

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
岩
手
県
本
部
長
賞
・
特
選

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会
岩
手
県
本
部
長
賞
・
金
賞
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城北小２年（JAいわて中央）

長 谷 部 瑛 大

評✐ひらがな三文字の字形も
正しく、用紙に合った大きい
筆で堂々と書き上げました。
名前のひらがなもしっかりと
書けました。

遠野北小５年（JAいわて花巻）

菊　池　美　結

評✐一字一字を引き締まった
強い線で書き上げ、全体を上
手くまとめました。作品を通        
して日頃の練習が伺われます。

月が丘小３年（JAいわて中央）

北　村　　花

評✐基本点画をしっかりと身
につけ、大きい筆で漢字とひ
らがなのバランスもよく書き
あげました。

城北小４年（JAいわて中央）

進　藤　結　仁

評✐四文字の中心がぶれるこ
となく、安定感のある線質で
堅実に書き上げる技量は大変
素晴らしいです。

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・金賞
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鵜飼小６年（JA新いわて）

柳　谷　祐　希

評✐漢字に比べてひらがなが
少し小さめですが、揺るぎの
ない線質から、日頃の弛まな
い錬磨を感じます。

遠野中３年（JAいわて花巻）

菊　池　真　由

評✐横画の始筆は一寸気に
なるも、花が舞う様な流麗な
運筆で鮮やかな作品となり
ました。

遠野中１年（JAいわて花巻）

古　川　凪　紗

評✐変化のある線質で、筆脈
を切らずに書き上げたところ
はさすがです。中学校一年生
で初めて学習する行書体が
しっかりと身についています。

滝沢南中２年（JA新いわて）

柳　谷　咲　希

評✐自信に満ちたしっかりと
した書きぶりは大変見事です。

「土｣と「の｣の間隔が一寸気に
なります。

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・金賞
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評✐自信に満ちた滑らかで抑揚のある線質から、遅速緩急の軽快なリズムを
感じ取ることが出来ます。

岩大附属中１年（ＪＡいわて中央）

渡　辺　菜　月

向中野小１年（JAいわて中央）

田 澤 孝 汰 郎
城北小２年（JAいわて中央）

長 谷 部 瑛 大
鬼柳小３年（JAいわて花巻）

佐　藤　大　希

評✐ひらがな二文字の上下の譲り合いが
うまく、墨量豊かにのびのびと書き上げ
ました。名前も大変上手です。

評✐「ほ」、「る」の結びが大変上手にで
きました。ひらがな三文字を用紙一杯に
堂々と書けたことは素晴らしいです。

評✐「ま」の横画の間隔が一寸狭い感じ
がしますが、四文字の字形も正しく、バ
ランス良くしっかりと書けたことは素晴
らしいです。

✌特選に選ばれた感想✌
　中学生になり、初めてのコンクールで特選を頂きとてもうれしいです。
昨年、「中学生になったら、行書に挑戦したい」と書いたので、今年はど
んな課題か楽しみにしていました。行書らしさを出すという点では、画の
つながりと余白に着目し、柔らかさと力強さを表現するためにたくさん練
習しました。なかなかうまく書けない時もありましたが、家族が応援して
くれ、自分が納得いく作品を仕上げることができました。習字の先生は、
自分の気持ちを大切にして書くと良いということを話してくれます。行書
は楷書よりも、書いている時の自分の気持ちがよく表れると思うので、伸
び伸びと書くことを意識しました。また、最初に課題の「蛍雪の功」の意
味を調べた時、苦労して勉学に励むことと書いてありました。まさに今回
は蛍雪の功を積んだ結果だったなと思います。これからもさまざまな課題
に取り組んでいきたいです。ありがとうございました。

書 道・半 紙 の 部

書 道・条 幅 の 部

絵 画 の 部

作 文 の 部

交通安全ポスターの部

作文を審査して

作文を審査して書道を審査して

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・金賞

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・特選
（特別賞・テレビ岩手社長賞）
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鵜飼小４年（JA新いわて）

柳　谷　歩　希
種市小５年（JA新いわて）

麦　沢　和　奏
鵜飼小６年（JA新いわて）

耕　野　玲　奈

評✐漢字二文字の譲り合いを工夫して、
一点一画を強い線でしっかりと書き上げ
たことは見事です。名前も立派です。

評✐漢字とひらがなの譲り合いを工夫し
てバランスよく書けました。今後横画の
練習を積まれると更によくなるでしょう。

評✐楷書の基本をしっかりと身につけ、
素直な線質で書き上げました。安心して
見ることが出来る作品です。

仙北中１年（JAいわて中央）

田　澤　佳　歩
滝沢南中２年（JA新いわて）

柳　谷　咲　希
岩大附属中３年（JAいわて中央）

渡　辺　果　歩

評✐大胆な運筆で、四文字をのびのびと
しっかり書くことが出来ました。それだ
けに名前を書くときの苦労がわかります。

評✐左右の文字の譲り合いを工夫して、
重量感のある安定した線質で全体をうま
く纏めることが出来ました。

評✐抑揚のある伸びやかな線質は魅力的
です。四文字のバランスよく、行書の
特徴を遺憾なく発揮した素晴らしい作品
です。

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・金賞
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　今年度応募されたポスターは、小学生でも文字

のデザイン（レタリング）を意識している作品が

多かったです。内容的には、手を上げて横断歩道

を渡ること、自転車や自動車のながら運転、なが

ら歩行に対する注意喚起が多かったです。

　課題としては、自動車の描き方で、ナンバープ

レートに数字を入れてしまったりシートベルトの

描き間違いや描き忘れがあったりして審査の対象

外になってしまった作品があったことが残念でし

た。信号機の色の配置（並び順）の間違いは少な

くなっていますので、ナンバープレートやシート

ベルトについても注意して描き間違いのないよう

にしてほしいです。

　絵画の部、小学生の作品には「好きな動物の絵」

が多かったです。身近にいるペットだけでなく動

物園で見られるような対象を描いている作品もあ

りました。学校の授業では見て描く絵が少なく

なっていますが、好きな物や描きたい対象をじっ

くりと見て描くことによって、その形や色を再発

見することが多かったのではないでしょうか。こ

の体験はとても貴重なものです。たとえそれが、

写真などを見て描く場合であっても、描きたいも

のが目の前にあることの安心感を持ちながら作品

作りに励んだことでしょう。ここはこんな形だっ

たのかとかという発見や、この色は何色と何色を

混ぜたらいいのかという工夫をしながら描くこと

でより深く対象を理解することができたのではな

いでしょうか。

　中学生の絵は風景がテーマです。どのようなイ

メージを風景の中に込めたのかを感じ取ることが

審査のポイントになりました。描きたいと思った

ことを、どう伝えようとしたのか、それを、画面

の中の色と形から感じ取る作業です。制作する皆

さんにとっては、何よりも伝えたいという強い思

いがあるかどうかが大切なことで、その思いを伝

えるために、自分なりにどんな工夫をして制作し

ていくかが大事なことです。伝えたい思いは、は

じめから強くはっきりしたものではないかもしれ

ませんが、描いているうちに思いも明確になって

きますし、その思いを表現するための技術も上達

していきます。小・中学生の皆さんは、はじめの

うちは技術的なことを恐れないで、楽しく、思い

をもって描くことを大切にしながら、これからも

作品作りに励んでください。

絵画・交通安全ポスター
を審査して

元岩手県小学校教育研究会図画工作部会　会長

小  松　  太
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評✐運動会での綱引きをがんばっている様子が、綱を引く人物の表情や姿
勢、その手の力強さなどで表現されています。綱のあみ目の描き方も上手
ですし応援する友だちを入れた全体の構図も安定していていいですね。

評✐豊かで落ち着きを感じる色調と丁寧な筆づかいでまとめられた作品
です。階段を上り見えてくる烏帽子岩を中心に置いて象徴的に描いてい
ますが、建物の屋根や壁なども丁寧に描かれています。

見前小４年（JAいわて中央）

上　森　心　鈴
✌特選に選ばれた感想✌

　今年の運動会で、わたしたち四年生はつな引きをしま
した。つなは、太くて、重くて、引っぱるのが大変でした。
わたしは、白組に引きずられないように、しせいをひく
くしてふんばりました。白組には負けてしまいましたが、
くやしい気持ちよりも、みんなで協力してつな引きをし
た楽しい気持ちが心に残っています。
　わたしは、つなを引っぱる時のふんばった顔やしせい
を表せるように、何度もかきました。つなが目立つよう
に、あみ目をかいたり使う色のこさを工夫したりしまし
た。周りには友達の足や、おうえんだんもかきました。
　先生から特選をいただいたことを聞いた時には、うれ
しくて、気持ちが表れるように、細かいところまでかく
ことをがんばってよかったと思いました。わたしは、絵
をかくことが好きなので、これからも気持ちが表れるよ
うな絵をかきたいです。

下橋中３年（JAいわて中央）

中　島　優　里

✌特選に選ばれた感想✌
　烏帽子岩は、櫻山神社の脇にある階段を上っ
ていくと徐々に姿を現します。私は小さい頃か
ら友達と盛岡城跡公園で鬼ごっこをしたりして
遊んで過ごしました。近くにある烏帽子岩は、
当時の私にとって圧倒的な存在でした。大好き
な烏帽子岩を、もっとみんなに知ってほしいと
いう願いから描きました。
　烏帽子岩の堂々とした姿は、江戸時代から南
部藩のお守り岩として祈願されてきた歴史を感
じます。先生に教わったぼかしの技法を取り入
れて岩の表情を描きました。角度によって色合
いが変わってくる様子を描くのが難しかったで
すが、丁寧に心を込めて描きました。
　今も新型コロナウイルスによって世の中が困
難な状況にあります。この絵には無病息災の願
いも込めて描きました。今回賞を頂き、大変驚
いたのと同時にとても嬉しかったです。指導し
てくださった先生方にも感謝でいっぱいです。
本当にありがとうございました。

書 道・半 紙 の 部

書 道・条 幅 の 部

絵 画 の 部

作 文 の 部

交通安全ポスターの部

作文を審査して

作文を審査して書道を審査して

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・特選 
（特別賞・岩手県知事賞） 

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・特選 
（特別賞・IBC岩手放送社長賞） 
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山目小１年（JAいわて平泉）

小 野 寺 隼 輝
評✐2 匹の猫が青空に浮かんでいるよう
に描かれています。猫の毛並みをてい
ねいに筆をおいてえがいているところ
がいいですね。目の黄色と耳の内側の
ピンク色も画面に変化を与えていて効
果的です。

一関・南小３年（JAいわて平泉）

千　葉　眞　子
評✐画面の中心に迫力のある顔が大きく描か
れています。百獣の王ライオンの力強さが下
描きの線の勢いからストレートに伝わってき
ます。

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・金賞

矢沢小２年（JAいわて花巻）

菅　原　心　華
評✐やわらかな色調がかわいらしいネコの表現に
合っています。少し上目づかいの目の表現をはじめ
顔の各部位や手の形もよく見て描いています。毛並
みを描く筆づかいも上手です。
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北上・南小４年（JAいわて花巻）

大 友 日 菜 詩
評✐画面構成に無駄がなくまと
まりのある作品です。七夕飾り
と人物の配置も上手です。お友
達との楽しい学校行事の様子が
ほのぼのとした雰囲気とともに
伝わってきます。

花輪小５年（JA新いわて）

佐 々 木 煌 己
評✐画面いっぱいに大きく、そ
して、ミミズクの特徴がよくわ
かるように描かれています。愛
らしさとともに鋭さも感じられ
る目や羽の様子など、よく見て
描いていますね。

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・金賞
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滝沢第二小６年（JA新いわて）

貫　井　美　結
評✐４匹が仲良く寄り添ってこちらを見ている
配置（構図）がいいですね。さわやかな青空の
下で緑の草の上に並んでいる猫や犬たちの目の
表現にも作者の愛情を感じます。

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・金賞

下橋中２年（JAいわて中央）

佐 々 木 は な
評✐左上に続く斜めの道で画面に奥行きや動き
を作り、どっしりとした石垣が存在感のある作
品に仕上がりました。この構図の良さと石垣の
存在感は、実際にこの風景を目の前にして描い
たからこそ表現できたものでしょう。

下橋中３年（JAいわて中央）

上　中　優　奈
評✐奥行きと広がりが感じられる構図の中に、
初夏のさわやかさを感じる樹木の葉色、そして、
木漏れ日を表現した影の入れ方など、その場の空
気感さえも感じられる作品に仕上がっています。
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前沢中３年（ＪＡ岩手ふるさと）

鈴　木　瑠　月
✌特選に選ばれた感想✌

　私は、道路横断中の歩行者が犠牲になる交通事故やドライバーの横断歩道
における歩行者等の優先の違反が多いことをニュースで見ました。そして、
交通事故防止で歩行者自らの安全を守るための行動として「ハンドサイン」
があることを知り、このことをテーマにポスターを描くことにしました。
　私はポスターで手を挙げてドライバーに横断の意思を伝えているところを
描きましたがハンドサインには他にドライバーに顔や体を向ける・目を見る
などもあるので自分に合った意思表示を実戦することが大切だと思います。
歩行者はドライバーに対して横断の意思を明確に伝えること、ドライバーは
歩行者に対して一時停止をしたことを伝えること、お互いに思いやりの行動
ができれば、交通事故防止につながるのではないかと思います。
　この度は、このような素晴らしい賞をいただくことができてとてもうれし
いです。ありがとうございました。

評✐歩行者が手を上げるだけでなく運転手も手で『どうぞ』と合図を出している
ところがいいですね。『ハンドサイン』など文字の配置も効果的です。大切にした
いゆずり合いの心がよく考えられた画面構成によって表現されています。

北上・南小１年（JAいわて花巻）

髙　橋　碧　一
飯岡小２年（JAいわて中央）

佐 々 木 結 吏

書 道・半 紙 の 部

書 道・条 幅 の 部

絵 画 の 部

作 文 の 部

交通安全ポスターの部

作文を審査して

作文を審査して書道を審査して

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・特選 
（特別賞・岩手県警察本部長賞） 

評✐手を上げて横断歩道を渡る児童の姿がさわやか
に描かれています。後方の虹は大きくあげた手と
信号機を結んでいるように見えます。これも作品の
さわやかなイメージを強調しているように感じます。

評✐ギザギザの線で囲まれた赤から黄への色の変
化で、赤の中のキケンな状況を強調しています。
見る人に『とびだし　きけん』を効果的に呼びかけ
ています。

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・金賞
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広瀬小３年（JA江刺）

太　田　柚　奈

江釣子小５年（JAいわて花巻）

後　藤　風　花

評✐安定感のある画面構成です。落ち着い
た雰囲気のある人物がしっかりと手を上
げ、言葉の意味と合っています。安心して
見ていられる作品に仕上がりました。

評✐車のヘッドライトに照らされて子ども
たちの身につけた反射材がピカピカ光って
います。安心安全のためにつけた反射材で
人物の表情まで明るく感じます。

評✐人物の配置と文字の入れ方がよくまとまっ
ています。家族でしょうか、４人の楽しそうなド
ライブの様子としっかり絞められたシートベル
トが伝えたいことをはっきりとさせています。

評✐しっかりレタリングされた文字で見や
すいポスターになっています。二人の人物
を描き、右と左を見ているのが言葉の意味
と合っていていいですね。

江釣子小４年（JAいわて花巻）

佐 々 木 葵 彩

猿沢小６年（JAいわて平泉）

小 野 寺 愛 澄

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・金賞
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遠野中３年（JAいわて花巻）

菊　池　咲　花
評✐車内を後方上から見る場面設定の工夫が見られます。
バックミラーにドライバーの顔の一部が見えているのもい
いですね。言葉はシンプルですが、前をしっかり見て運転
することが安全運転の基本ですね。

全国共済農業協同組合連合会岩手県本部長賞・金賞

胆沢中１年（JA岩手ふるさと）

村 上 美 咲 希
胆沢中２年（JA岩手ふるさと）

村　上　　結
評✐イヤホンで音楽等を聴きながら自転車に
乗っている人への注意喚起です。これも『ながら
運転』ですから『絶対ダメ』という中学生からの
訴えです。

評✐配色や画面構成がシンプルで伝えたいことが
ストレートに伝わります。車内のシルエットに人
物の姿は無く、『飲んだら乗らない』に通じる描き
方でいいですね。



34

第66回（令和４年度）
JA共済児童生徒作品コンクール入賞者名簿

◆作文の部
［特選］
菊　池　大　杜　向中野小１年（JA いわて中央）
佐　藤　凜　歩　岩大附属中３年（JA いわて中央）

◆書道条幅の部
［特選］
柳　谷　歩　希　鵜飼小４年（JA 新いわて）

【小学校】
学年 賞 氏　　名 学校名 JA名

１
年

金賞 工 藤 ひ ま り 木 細 工 江 刺
銀賞 坂 本 　 芽 依 桜 城 いわて中央
銅賞 高 橋 　 玄 花 泉 いわて平泉
佳作 柴 山 　 陽 颯 花 泉 いわて平泉
佳作 安 海 　 杏 佳 土 淵 いわて中央
佳作 菅 原 倖 太 朗 梁 川 江 刺

２
年

金賞 山 田 　 遥 大 桜 城 いわて中央
銀賞 太 田 　 瑚 愛 飯 岡 いわて中央
銅賞 小 川 　 航 平 一 戸 新 い わ て
佳作 中 村 　 唯 人 一 関 いわて平泉
佳作 佐 藤 　 美 結 緑 が 丘 いわて中央
佳作 渡 邊 　 真 奈 矢 沢 いわて花巻

３
年

金賞 足 立 　 琥 珀 黒 沢 尻 西 いわて花巻
銀賞 佐 藤 　 大 希 鬼 柳 いわて花巻
銅賞 山 田 　 永 菜 桜 城 いわて中央
佳作 小 山 　 芽 生 一 関 いわて平泉
佳作 菊 池 　 咲 心 木 細 工 江 刺
佳作 菊 池 　 梨 花 木 細 工 江 刺

４
年

金賞 相 浦 　 美 咲 飯 岡 いわて中央
銀賞 杉 澤 　 洋 平 飯 豊 いわて花巻
銅賞 平 沢 　 慶 佳 一 関 いわて平泉
佳作 近 藤 　 絢 基 江 釣 子 いわて花巻
佳作 佐 々 木 葵 彩 江 釣 子 いわて花巻
佳作 髙 橋 　 優 愛 江 釣 子 いわて花巻

５
年

金賞 菊 池 由 佳 莉 木 細 工 江 刺
銀賞 吉 田 　 悠 珠 金 沢 いわて平泉
銅賞
佳作
佳作
佳作

６
年

金賞 新 美 　 里 桜 北 上・ 南 いわて花巻
銀賞
銅賞 米 内 　 夢 莉 山 目 いわて平泉
佳作 須 田 　 希 菜 山 目 いわて平泉
佳作 蜂 谷 菜 々 子 山 目 いわて平泉
佳作 前 田 　 大 河 山 目 いわて平泉

【中学校】
学年 賞 氏　　名 学校名 JA名

１
年

金賞 鈴 木 　 沙 季 一関一高附属 いわて平泉
銀賞 千 條 日 菜 子 一関一高附属 いわて平泉
銅賞 山 田 　 結 心 岩 大 附 属 いわて中央
佳作 髙 橋 　 瑚 陽 下 小 路 いわて中央
佳作 菅 原 　 朱 里 一関一高附属 いわて平泉
佳作 千 田 　 舞 石 鳥 谷 いわて花巻

２
年

金賞 岩 渕 　 唯 愛 一関一高附属 いわて平泉
銀賞 小 野 　 心 響 黒 石 野 いわて中央
銅賞 竹 内 　 海 悠 飯 岡 いわて中央
佳作 橋 場 　 音 音 飯 岡 いわて中央
佳作 佐 藤 　 本 基 矢 沢 いわて花巻
佳作 髙 橋 さ く ら 矢 沢 いわて花巻

３
年

金賞 畠 山 　 史 子 一関一高附属 いわて平泉
銀賞 斉 藤 　 菜 々 岩 大 附 属 いわて中央
銅賞 平 沢 　 水 妃 一関一高附属 いわて平泉
佳作 千 葉 　 美 晴 黒 石 野 いわて中央
佳作 佐 郷 谷 　 苺 宮 古 西 新 い わ て
佳作 千 葉 　 美 結 岩 大 附 属 いわて中央

 【小学校】
学年 賞 氏　　名 学校名 JA名

１
年

金賞 粒 來 　 祐 至 洋野・中野 新 い わ て
銀賞 嘉 糠 　 杏 美 遠 野 北 いわて花巻
銅賞 藤 原 　 柑 菜 石 切 所 新 い わ て
佳作 阿 部 　 紗 雪 種 市 新 い わ て
佳作 瀬 川 　 遥 馬 城 北 いわて中央
佳作 松 本 　 陽 葵 黒 沢 尻 北 いわて花巻

２
年

金賞 長 谷 部 瑛 大 城 北 いわて中央
銀賞 福 士 　 岳 沼 宮 内 新 い わ て
銅賞 佐 々 木 　 陽 種 市 新 い わ て
佳作 佐 藤 　 桃 奈 城 南 いわて中央
佳作 伊 藤 　 遥 真 緑 が 丘 いわて中央
佳作 平 野 　 詩 織 吉 里 吉 里 いわて花巻

３
年

金賞 北 村 　 花 月 が 丘 いわて中央
銀賞 北 田 朔 太 郎 日 詰 いわて中央
銅賞 宮 野 　 夏 帆 青 山 いわて中央
佳作 佐 藤 　 大 希 鬼 柳 いわて花巻
佳作 岩 崎 　 准 平 遠 野 北 いわて花巻
佳作 立 花 　 柚 希 大 新 いわて中央

４
年

金賞 進 藤 　 結 仁 城 北 いわて中央
銀賞 牧 田 　 茜 音 遠 野 北 いわて花巻
銅賞 田 名 部 美 玖 城 北 いわて中央
佳作 村 澤 志 緒 里 篠 木 新 い わ て
佳作 柏 谷 　 綾 香 月 が 丘 いわて中央
佳作 川 向 祐 生 沼 宮 内 新 い わ て

５
年

金賞 菊 池 　 美 結 遠 野 北 いわて花巻
銀賞 嘉 糠 　 伶 美 遠 野 北 いわて花巻
銅賞 橋 本 　 紫 呉 遠 野 いわて花巻
佳作 渡 辺 　 結 衣 遠 野 北 いわて花巻
佳作 村 上 　 絢 大 槌 学 園 いわて花巻
佳作 横 澤 　 結 沼 宮 内 新 い わ て

６
年

金賞 柳 谷 　 祐 希 鵜 飼 新 い わ て
銀賞 田 中 　 悠 菜 一 方 井 新 い わ て
銅賞 耕 野 　 玲 奈 鵜 飼 新 い わ て
佳作 菊 池 　 芽 唯 遠 野 いわて花巻
佳作 中 嶌 　 花 奥 中 山 新 い わ て
佳作 浜 川 那 々 子 遠 野 いわて花巻

【中学校】
学年 賞 氏　　名 学校名 JA名

１
年

金賞 古 川 　 凪 紗 遠 野 いわて花巻
銀賞 葛 巻 　 玲 下 小 路 いわて中央
銅賞 五 日 市 一 燈 金 田 一 新 い わ て
佳作 高 橋 　 蒼 遠 野 いわて花巻
佳作 畠 山 　 莉 央 北 陵 いわて中央
佳作 檜 山 み の り 滝 沢 新 い わ て

２
年

金賞 柳 谷 　 咲 希 滝 沢 南 新 い わ て
銀賞 玉 井 　 瞭 平 滝 沢 第 二 新 い わ て
銅賞 小 野 み ら い 沼 宮 内 新 い わ て
佳作 三 浦 　 愛 叶 一 方 井 新 い わ て
佳作 菊 池 　 遥 乃 遠 野 いわて花巻
佳作 阿 部 う ら ら 上 野 いわて花巻

３
年

金賞 菊 池 　 真 由 遠 野 いわて花巻
銀賞 菊 池 　 理 央 遠 野 いわて花巻
銅賞 橋 本 妃 奈 希 遠 野 いわて花巻
佳作 葛 巻 　 綾 下 小 路 いわて中央
佳作 大 坪 　 琉 那 種 市 新 い わ て
佳作 千 葉 実 也 子 北 陵 いわて中央
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◆書道半紙の部
［特選］
渡　辺　菜　月　岩大附属中１年（JA いわて中央）

◆絵画の部
［特選］
上　森　心　鈴　見前小４年（JA いわて中央）
中　島　優　里　下橋中３年（JA いわて中央）

【小学校】
学年 賞 氏　　名 学校名 JA名

１
年

金賞 田 澤 孝 汰 郎 向 中 野 いわて中央
銀賞 小 田 島 か ん な 黒 沢 尻 東 いわて花巻
銅賞 千 葉 　 晴 稀 一関・滝沢 いわて平泉
佳作 瀬 川 　 遥 馬 城 北 いわて中央
佳作 海 道 　 麻 佑 向 中 野 いわて中央
佳作 橋 本 　 夏 瞳 遠 野 いわて花巻

２
年

金賞 長 谷 部 瑛 大 城 北 いわて中央
銀賞 真 野 　 孝 介 桜 城 いわて中央
銅賞 十 文 字 怜 李 種 市 新 い わ て
佳作 佐 々 木 優 心 種 市 新 い わ て
佳作 柴 田 　 旺 介 北 上・ 南 いわて花巻
佳作 佐 藤 　 愛 理 滝 沢 中 央 新 い わ て

３
年

金賞 佐 藤 　 大 希 鬼 柳 いわて花巻
銀賞 北 村 　 花 月 が 丘 いわて中央
銅賞 宮 野 　 夏 帆 青 山 いわて中央
佳作 北 田 朔 太 郎 日 詰 いわて中央
佳作 鈴 木 千 咲 子 仁 王 いわて中央
佳作 平 野 原 旺 佑 手 代 森 いわて中央

４
年

金賞 柳 谷 　 歩 希 鵜 飼 新 い わ て
銀賞 菊 池 　 陽 月 石 鳥 谷 いわて花巻
銅賞 松 田 　 隼 輔 城 南 いわて中央
佳作 高 橋 　 楓 緑 が 丘 いわて中央
佳作 三 浦 　 聖 愛 一 方 井 新 い わ て
佳作 川 向 　 祐 生 沼 宮 内 新 い わ て

５
年

金賞 麦 沢 　 和 奏 種 市 新 い わ て
銀賞 菊 池 　 美 結 遠 野 北 いわて花巻
銅賞 伊 五 澤 殊 那 渋 民 新 い わ て
佳作 横 澤 　 結 沼 宮 内 新 い わ て
佳作 越 田 　 沙 夏 山 目 いわて平泉
佳作 柴 田 　 美 空 黒 沢 尻 北 いわて花巻

６
年

金賞 耕 野 　 玲 奈 鵜 飼 新 い わ て
銀賞 北 田 　 莉 央 青 山 いわて中央
銅賞 佐 藤 　 日 和 盛岡・中野 いわて中央
佳作 柳 谷 　 祐 希 鵜 飼 新 い わ て
佳作 浜 川 那 々 子 遠 野 いわて花巻
佳作 多 田 　 望 桃 東 和 いわて花巻

【中学校】
学年 賞 氏　　名 学校名 JA名

１
年

金賞 田 澤 　 佳 歩 仙 北 いわて中央
銀賞 遠 藤 　 心 葉 仙 北 いわて中央
銅賞 佐 々 木 蘭 矢 巾 北 いわて中央
佳作 青 木 　 縁 水 沢 岩手ふるさと
佳作 高 橋 　 乃 愛 厨 川 いわて中央
佳作 内 村 友 紀 菜 下 小 路 いわて中央

２
年

金賞 柳 谷 　 咲 希 滝 沢 南 新 い わ て
銀賞 玉 井 　 瞭 平 滝 沢 第 二 新 い わ て
銅賞 小 野 み ら い 沼 宮 内 新 い わ て
佳作 上 田 　 涼 華 金 田 一 新 い わ て
佳作 野 﨑 　 莉 奈 金 田 一 新 い わ て
佳作 瀬 川 ち ひ ろ 北 陵 いわて中央

３
年

金賞 渡 辺 　 果 歩 岩 大 附 属 いわて中央
銀賞 野 崎 　 結 夢 浄 法 寺 新 い わ て
銅賞 古 舘 　 歩 奈 岩 大 附 属 いわて中央
佳作 菊 池 　 真 由 遠 野 いわて花巻
佳作 小 野 寺 愛 那 磐 井 いわて平泉
佳作 松 田 　 純 弥 城 東 いわて中央

 【小学校】
学年 賞 氏　　名 学校名 JA名

１
年

金賞 小 野 寺 隼 輝 山 目 いわて平泉
銀賞 髙 橋 　 碧 一 北 上・ 南 いわて花巻
銅賞 金 子 　 莉 子 桜 台 いわて花巻
佳作 菊 池 　 蒼 大 若 葉 いわて花巻
佳作 増 井 　 暁 音 一 関・ 南 いわて平泉
佳作 琴 畑 　 思 人 花 輪 新 い わ て

２
年

金賞 菅 原 　 心 華 矢 沢 いわて花巻
銀賞 井 口 　 奏 乃 飯 岡 いわて中央
銅賞 渡 辺 　 水 都 金ヶ崎・西 岩手ふるさと
佳作 佐 々 木 ひ な た 北 上・ 南 いわて花巻
佳作 梅 原 　 恵 理 田 原 江 刺
佳作 久 保 田 結 友 矢 沢 いわて花巻

３
年

金賞 千 葉 　 眞 子 一 関・ 南 いわて平泉
銀賞 足 立 　 琥 珀 黒 沢 尻 西 いわて花巻
銅賞 川 畑 　 友 誠 越 喜 来 おおふなと
佳作 齋 藤 　 佑 真 室 根 いわて平泉
佳作 鈴 木 　 ひ な 萩 荘 いわて平泉
佳作 玉 澤 璃 知 佳 藤 沢 いわて平泉

４
年

金賞 大 友 日 菜 詩 北 上・ 南 いわて花巻
銀賞 向 井 田 悠 生 厨 川 いわて中央
銅賞 城 内 心 穏 花 輪 新 い わ て
佳作 相 川 　 澪 生 江 釣 子 いわて花巻
佳作 吉 田 　 瑛 達 北 松 園 いわて中央
佳作 渡 辺 　 一 眞 金ヶ崎・西 岩手ふるさと

５
年

金賞 佐 々 木 　 煌 己 花 輪 新 い わ て
銀賞 菊 池 　 里 歩 米 崎 おおふなと
銅賞 髙 竹 　 愛 果 一 関・ 南 いわて平泉
佳作 井 口 　 詩 夕 飯 岡 いわて中央
佳作 瀬 川 　 楓 若 葉 いわて花巻
佳作 山 口 虎 太 朗 石 切 所 新 い わ て

６
年

金賞 貫 井 　 美 結 滝 沢 第 二 新 い わ て
銀賞 髙 橋 　 一 花 北 上・ 南 いわて花巻
銅賞 大 久 保 知 香 日 詰 いわて中央
佳作 小 山 ゆ き 野 一 関・ 南 いわて平泉
佳作 小 原 　 桃 華 江 釣 子 いわて花巻
佳作 伊 藤 な の は 江 釣 子 いわて花巻

【中学校】
学年 賞 氏　　名 学校名 JA名

１
年

金賞
銀賞
銅賞 久 慈 　 一 椛 遠 野 いわて花巻
佳作 佐 藤 　 毬 乃 湯 口 いわて花巻
佳作
佳作

２
年

金賞 佐 々 木 は な 下 橋 いわて中央
銀賞 境 谷 　 朱 音 下 橋 いわて中央
銅賞 川 島 　 涼 楓 下 橋 いわて中央
佳作 池 口 　 桃 花 下 橋 いわて中央
佳作 柏 谷 　 智 美 下 橋 いわて中央
佳作 須 藤 　 美 海 下 橋 いわて中央

３
年

金賞 上 中 　 優 奈 下 橋 いわて中央
銀賞 多 田 　 早 嬉 遠 野 いわて花巻
銅賞 阿 部 　 來 未 下 橋 いわて中央
佳作 武 田 　 葉 月 下 橋 いわて中央
佳作 楢 木 茉 利 亜 葛 巻 新 い わ て
佳作 佐 々 木 碧 下 橋 いわて中央
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◆作文の部
　岩手県立一関第一高等学校附属中学校（JAいわて平泉）
◆書道の部
　滝沢市立鵜飼小学校（JA新いわて） 
◆絵画の部
　盛岡市立下橋中学校（JAいわて中央） 
◆交通安全ポスターの部
　北上市立江釣子小学校（JAいわて花巻） 

団　体　賞（優秀学校賞）

◆岩手県知事賞（作文）
　菊池　大杜（向中野小１年）
◆岩手県知事賞（絵画）
　中島　優里（下橋中３年）
◆岩手県教育委員会教育長賞（作文）  
　佐藤　凜歩（岩大附属中３年）
◆岩手県警察本部長賞（交通安全ポスター）
　鈴木　瑠月（前沢中３年）
◆岩手日報社社長賞（書道・条幅）   
　柳谷　歩希（鵜飼小４年）
◆ＩＢＣ岩手放送社長賞（絵画）   
　上森　心鈴（見前小４年）
◆テレビ岩手社長賞（書道・半紙）   
　渡辺　菜月（岩大附属中１年）

◆岩手めんこいテレビ社長賞
　盛岡市立飯岡小学校（JAいわて中央）
◆岩手朝日テレビ社長賞
　遠野市立遠野中学校（JAいわて花巻）
◆エフエム岩手社長賞
　奥州市立木細工小学校（JA江刺）

特　　別　　賞

【小学校】
学年 賞 氏　　名 学校名 JA名

１
年

金賞 髙 橋 　 碧 一 北 上・ 南 いわて花巻
銀賞 小 野 寺 勇 真 石 切 所 新 い わ て
銅賞 倉 本 　 晴 那 上 田 いわて中央
佳作 昆 野 　 大 暉 室 根 いわて平泉
佳作 安 海 　 杏 佳 土 淵 いわて中央
佳作 菊 池 　 香 絵 城 南 いわて中央

２
年

金賞 佐 々 木 結 吏 飯 岡 いわて中央
銀賞 野 上 　 紗 希 金 ケ 崎 岩手ふるさと
銅賞 佐 賀 向 日 葵 金 ケ 崎 岩手ふるさと
佳作 菊 池 　 亮 介 前 沢 岩手ふるさと
佳作 佐 藤 　 茜 前 沢 岩手ふるさと
佳作 筅 　 咲 月 金 ケ 崎 岩手ふるさと

３
年

金賞 太 田 　 柚 奈 広 瀬 江 刺
銀賞 及 川 　 拓 真 広 瀬 江 刺
銅賞 賣 井 坂 晴 太 黒 沢 尻 東 いわて花巻
佳作 菊 池 　 咲 広 瀬 江 刺
佳作 折 居 　 陽 太 黒 沢 尻 東 いわて花巻
佳作 千 葉 　 結 衣 広 瀬 江 刺

４
年

金賞 佐 々 木 葵 彩 江 釣 子 いわて花巻
銀賞 髙 橋 　 悠 斗 江 釣 子 いわて花巻
銅賞 中 村 　 龍 翠 前 沢 岩手ふるさと
佳作 小 野 寺 花 紋 一 戸 新 い わ て
佳作 及 川 　 は な 小 友 おおふなと
佳作 木 村 　 華 水 沢 南 岩手ふるさと

５
年

金賞 後 藤 　 風 花 江 釣 子 いわて花巻
銀賞 吉 田 　 羽 那 江 釣 子 いわて花巻
銅賞 佐 々 木 優 妃 飯 岡 いわて中央
佳作 及 川 　 由 愛 藤 里 江 刺
佳作 鈴 木 　 琉 衣 江 釣 子 いわて花巻
佳作 伊 藤 　 翠 来 江 釣 子 いわて花巻

６
年

金賞 小 野 寺 愛 澄 猿 沢 いわて平泉
銀賞 関 村 　 璃 那 広 瀬 江 刺
銅賞 菊 地 　 慶 晃 水 沢 岩手ふるさと
佳作 高 橋 　 怜 音 広 瀬 江 刺
佳作 菊 池 　 真 乎 広 瀬 江 刺
佳作 小 野 寺 一 輝 猿 沢 いわて平泉

【中学校】
学年 賞 氏　　名 学校名 JA名

１
年

金賞 村 上 美 咲 希 胆 沢 岩手ふるさと
銀賞 平 野 　 愛 佳 下 橋 いわて中央
銅賞 佐 々 木 美 空 胆 沢 岩手ふるさと
佳作 木 村 妃 奈 乃 盛岡・河南 いわて中央
佳作 小 松 　 玲 那 遠 野 いわて花巻
佳作 千 田 　 莉 子 胆 沢 岩手ふるさと

２
年

金賞 村 上 　 結 胆 沢 岩手ふるさと
銀賞 山 蔭 　 絢 萌 遠 野 いわて花巻
銅賞 佐 藤 　 祐 李 遠 野 西 いわて花巻
佳作 藤 澤 　 美 優 盛岡・河南 いわて中央
佳作 菅 原 　 望 夢 胆 沢 岩手ふるさと
佳作 留 場 　 心 咲 遠 野 いわて花巻

３
年

金賞 菊 池 　 咲 花 遠 野 いわて花巻
銀賞 菅 原 　 澪 遠 野 いわて花巻
銅賞
佳作 下 河 原 悠 也 厨 川 いわて中央
佳作
佳作

◆交通安全ポスターの部
［特選］
鈴　木　瑠　月　前沢中３年（JA岩手ふるさと）
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